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(57)【要約】
【課題】画面表示がオフになるまでの時間の違和感を低
減することができる携帯端末、表示制御方法、及びプロ
グラムを提供する。
【解決手段】ロックスクリーンを表示するディスプレイ
（１０）と、ロックスクリーンで無操作の状態が継続す
ると画面をオフし、前記ロックスクリーン以外の画面で
無操作の状態が継続すると画面をオフするコントローラ
（６０）とを備え、コントローラ（６０）は、ロックス
クリーンで無操作の状態が継続して画面をオフするまで
の時間とロックスクリーン以外の画面で無操作の状態が
継続すると画面をオフするまでの時間とを同一の所定時
間にしたことを特徴とする。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロックスクリーンを表示するディスプレイと、
　前記ロックスクリーンで無操作の状態が継続すると画面をオフし、前記ロックスクリー
ン以外の画面で無操作の状態が継続すると画面をオフするコントローラと、
を備え、
　前記コントローラは、前記ロックスクリーンで前記無操作の状態が継続して画面をオフ
するまでの時間と、前記ロックスクリーン以外の画面で無操作の状態が継続して画面をオ
フするまでの時間とを同一の所定時間にしたことを特徴とする携帯端末。
【請求項２】
　前記所定時間は、ユーザにより設定可能であることを特徴とする、請求項１に記載の携
帯端末。
【請求項３】
　前記所定時間は、１の設定項目により設定可能であることを特徴とする、請求項２に記
載の携帯端末。
【請求項４】
　前記ロックスクリーンにおいて少なくとも１つのノーティフィケーションを表示するこ
とを特徴とする、請求項１乃至３の何れか一項に記載の携帯端末。
【請求項５】
　携帯端末の表示制御方法であって、
　ロックスクリーンを表示するステップと、
　前記ロックスクリーンで無操作の状態が継続すると画面をオフし、前記ロックスクリー
ン以外の画面で無操作の状態が継続すると画面をオフするステップと、
を含み、
　前記ロックスクリーンで前記無操作の状態が継続して画面をオフするまでの時間と、前
記ロックスクリーン以外の画面で無操作の状態が継続して画面をオフするまでの時間とを
同一の所定時間にしたことを特徴とする表示制御方法。
【請求項６】
　携帯端末として機能するコンピュータに、
　ロックスクリーンを表示するステップと、
　前記ロックスクリーンで無操作の状態が継続すると画面をオフし、前記ロックスクリー
ン以外の画面で無操作の状態が継続すると画面をオフするステップと、
を実行させ、
　前記ロックスクリーンで前記無操作の状態が継続して画面をオフするまでの時間と、前
記ロックスクリーン以外の画面で無操作の状態が継続して画面をオフするまでの時間とを
同一の所定時間にしたことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信端末、表示制御方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、Ａｎｄｒｏｉｄ（登録商標）ＯＳを搭載したスマートフォンが普及しており、ユ
ーザの利便性を向上させるための様々な技術がある（例えば特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１４－６７２４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　従来のスマートフォンは、ロックスクリーン以外の画面の表示中においては、操作が検
出されなくなった時点を起点として、無操作の時間が所定時間Ａ（例えば６０秒）経過す
ると画面表示をオフにする。一方、ロックスクリーンを表示中においては、操作が検出さ
れなくなった時点を起点として、無操作の時間が所定時間Ｂ（例えば１０秒）経過すると
画面表示をオフにしている。
【０００５】
　ここで所定時間Ａと所定時間Ｂとは相違している。このようにロックスクリーンの場合
とそれ以外とで、画面表示がオフになるまでの時間がまちまちであったため、違和感が生
じていた。
【０００６】
　従って、上記のような問題点に鑑みてなされた本発明の目的のひとつは、画面表示がオ
フになるまでの時間の違和感を低減することができる携帯端末、表示制御方法、及びプロ
グラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために本発明の一実施形態に係る携帯端末は、
　ロックスクリーンを表示するディスプレイと、
　前記ロックスクリーンで無操作の状態が継続すると画面をオフし、前記ロックスクリー
ン以外の画面で無操作の状態が継続すると画面をオフするコントローラと、
を備え、
　前記コントローラは、前記ロックスクリーンで前記無操作の状態が継続して画面をオフ
するまでの時間と前記ロックスクリーン以外の画面で無操作の状態が継続して画面をオフ
するまでの時間とを同一の所定時間にしたことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の一実施形態に係る携帯端末は、
　前記所定時間が、ユーザにより設定可能であることを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明の一実施形態に係る携帯端末は、
　前記所定時間が、１の設定項目により設定可能であることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の一実施形態に係る携帯端末は、
　前記ロックスクリーンにおいて少なくとも１つのノーティフィケーションを表示するこ
とを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の一実施形態に係る表示制御方法は、
　携帯端末の表示制御方法であって、
　ロックスクリーンを表示するステップと、
　前記ロックスクリーンで無操作の状態が継続すると画面をオフし、前記ロックスクリー
ン以外の画面で無操作の状態が継続すると画面をオフするステップと、
を含み、
　前記ロックスクリーンで前記無操作の状態が継続して画面をオフするまでの時間と、前
記ロックスクリーン以外の画面で無操作の状態が継続して画面をオフするまでの時間とを
同一の所定時間にしたことを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の一実施形態に係るプログラムは、
　携帯端末として機能するコンピュータに、
　ロックスクリーンを表示するステップと、
　前記ロックスクリーンで無操作の状態が継続すると画面をオフし、前記ロックスクリー
ン以外の画面で無操作の状態が継続すると画面をオフするステップと、
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を実行させ、
　前記ロックスクリーンで前記無操作の状態が継続して画面をオフするまでの時間と、前
記ロックスクリーン以外の画面で無操作の状態が継続して画面をオフするまでの時間とを
同一の所定時間にしたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の一実施形態に係る携帯端末、表示制御方法、及びプログラムによれば、画面表
示がオフになるまでの時間の違和感を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る携帯端末の外観を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る携帯端末の概略構成を示すブロック図である。
【図３】ロックスクリーンが表示されている場合における動作の概要を示す図である。
【図４】メニュー画面が表示されている場合における動作の概要を示す図である。
【図５】メール表示画面が表示されている場合における動作の概要を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る携帯端末の設定画面を示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る携帯端末の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１６】
（実施の形態）
　以下説明する発明の実施形態においては、本発明の一実施形態に係る携帯端末が、フィ
ーチャーフォンタイプの携帯電話であり、搭載されているＯＳはＡｎｄｒｏｉｄ（登録商
標）であるものとして説明する。また、フィーチャーフォンタイプの携帯端末の一例とし
て、いわゆる折りたたみ式（フリップ型又はクラムシェル型）のフィーチャーフォンを想
定して説明する。なお本発明は、折りたたみ式の携帯電話に限定されるものではなく、キ
ーボードがスライドして現れるスライド式、又はバー型（ストレート式）などのようなフ
ィーチャーフォンとしてもよい。
【００１７】
　図１は、本発明の一実施形態に係る携帯端末の外観を示す図である。図１に示すように
、本実施形態に係るフィーチャーフォンタイプの携帯端末１は、上部筐体２と下部筐体４
とが、ヒンジ部５によって接続された折りたたみ式の端末である。携帯端末１においては
、上部筐体２と下部筐体４とが、例えばヒンジ部５を谷として折りたたみ可能に構成され
る。携帯端末１の外観構成については、従来良く知られた折りたたみ式フィーチャーフォ
ンタイプの携帯電話と同様の構成とすることができるため、より詳細な説明は省略する。
【００１８】
　図１に示すように、携帯端末１は、上部筐体２側において、スピーカ６と、ディスプレ
イ１０とを備えている。また、携帯端末１は、下部筐体４側において、マイク８と、各種
の物理キーで構成される操作部１２を備えている。スピーカ６は、通話の際にユーザの耳
に音声を出力し、マイク８は、通話の際にユーザの口から発される音声を取得する。スピ
ーカ６及びマイク８は、一般的な携帯電話に採用されるものと同様のものとし得るため、
より詳細な説明は省略する。操作部１２は、携帯端末１を操作するユーザの入力を検出す
る。
【００１９】
　ディスプレイ１０は、液晶ディスプレイ、有機ＥＬディスプレイ、又は無機ＥＬディス
プレイ等の表示デバイスである。ディスプレイ１０は、バックライトとして用いる光源又
は発光素子を備えてもよい。ディスプレイ１０は、携帯端末１を操作するユーザに、文字
、記号、画像、操作用オブジェクト（アイコン）等の画像など、各種の情報を表示する。
【００２０】
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　操作部１２は、一の物理キーであるセンターキー（決定キー）２０、方向キー（カーソ
ルキー）２２、メニューキー３２、メールキー３４、カメラキー３６、ウェブキー３８、
通話開始キー４２、クリアキー４４、通話終了／電源キー４６、テンキー４８、及び３つ
のファンクションキー５１，５２，５３を含む。また、テンキー４８は、０から９までの
数字キー及びその他の記号キーを含む。操作部１２を構成する各キーは、それぞれ、押し
ボタン式の自動復帰型スイッチなどで構成することができる。操作部１２を構成する各キ
ーの機能は、一般的な携帯電話と同様にし得るため、より詳細な説明は省略する。また、
図１においては、操作部１２を構成する各キーのキートップに刻印される文字又は記号な
どは、適宜、簡略化又は省略して示してある。また操作部１２は、物理キーの他、物理キ
ーが設けられていない部位にタッチパッド５４を備える。当該タッチパッド５４により、
ディスプレイ１０に表示されたオブジェクトを選択し、またポインタ等の移動操作をする
ことができる。
【００２１】
　図２は、本発明の実施形態に係る携帯電話の概略構成を示すブロック図である。図２に
示すように、携帯端末１は、機能的な観点からは、ディスプレイ１０と、操作部１２と、
コントローラ６０とを備えている。また、携帯端末１は、図１において説明したように、
携帯電話としての機能を実現するため、スピーカ６と、マイク８とを備えている。また、
図２に示すように、携帯端末１は、メモリ７０と、無線通信部８０と、タイマ９０とを備
えている。さらに、携帯端末１は、例えば写真又は動画の撮影を可能にするためのカメラ
１００などを、適宜備えることができる。
【００２２】
　コントローラ６０は、携帯端末１の各機能ブロックをはじめとして、携帯端末１の全体
を制御及び管理するプロセッサで構成することができる。コントローラ６０は、制御手順
を規定したプログラムを実行するＣＰＵ等のプロセッサとすることができる。コントロー
ラ６０が実行するプログラムは、例えばメモリ７０又は外部の記憶媒体等に格納される。
【００２３】
　メモリ７０は、半導体メモリ等の記憶装置で構成することができ、各種情報や携帯端末
１を動作させるためのプログラム等を記憶するとともに、ワークメモリとしても機能する
。メモリ７０は、例えばＲＡＭ及びＲＯＭなどを含んで構成することができる。メモリ７
０は、コントローラ６０に特定の機能を実行させる、例えば、アプリケーションに対応す
る特定のプログラム、並びに電子メールなどのテキストデータ、及び画像のデータなどを
格納する。
【００２４】
　無線通信部８０は、アンテナを介して例えば無線通信基地局などと無線通信することに
より通信ネットワークに接続し、携帯端末１が通話及びデータ通信などを行うための機能
を実現する。無線通信部８０は、通常のスマートフォン又はフィーチャーフォンが備える
無線通信機能を実現する要素と同様に構成し得るため、より詳細な説明は省略する。
【００２５】
　タイマ９０は、操作部１２への入力操作が無い時間（以下、無操作時間ともいう）をカ
ウントする。
【００２６】
　カメラ１００は、静止画又は動画を撮像することができるデジタルカメラの機能を実現
する要素である。カメラ１００が撮像した静止画又は動画のデータは、例えばメモリ７０
に保存することができる。カメラ１００は、通常のスマートフォン又はフィーチャーフォ
ンが備えるカメラと同様に構成し得るため、より詳細な説明は省略する。
【００２７】
　次に、本実施形態に係る携帯端末１の動作について説明する。本実施形態に係る携帯端
末１は概略として、コントローラ６０が、ロックスクリーンで無操作の状態が継続して画
面をオフするまでの時間とロックスクリーン以外の画面で無操作の状態が継続して画面を
オフするまでの時間とを同一の所定時間Ｔにする。図３は、ディスプレイ１０がロックス
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クリーンを表示している例を示す。ディスプレイ１０がロックスクリーンを表示した状態
においては、コントローラ６０は、一の物理キーであるセンターキー２０、及び方向キー
２２以外のキーに対する操作を無効化の状態（ロック状態）にする。図３に示すように、
ディスプレイ１０は、ロックスクリーンにおいて、不在着信およびメール受信の２つのノ
ーティフィケーション１０１を表示してもよい。なおノーティフィケーション１０１の数
は２つに限られず、１つであってもよく、３つ以上であってもよい。ロックスクリーンに
おいて、センターキー２０を短押しする操作を操作部１２が受け付けた場合、コントロー
ラ６０は、ディスプレイ１０に、各ノーティフィケーション１０１に対応する遷移画面を
表示させる。
【００２８】
　ロックスクリーンにおいて最後に操作された時間Ｔ0から所定時間Ｔ経過後の時間Ｔ1ま
で物理キーが操作されず、無操作時間が所定時間Ｔ継続した場合、コントローラ６０は、
画面をオフにする。例えばディスプレイ１０が液晶ディスプレイである場合、コントロー
ラ６０は、液晶ディスプレイのバックライトを消灯することにより画面をオフする。所定
時間Ｔ継続する前に操作部１２が操作された場合、当該操作した時点からの無操作時間の
計時を再開する。なお操作部１２の操作は、ロック状態のキーも含めて検知する。すなわ
ち任意の物理キーが操作されれば、無操作時間はリセットされる。
【００２９】
　ロックスクリーン以外の画面を表示している場合の動作について、図４及び図５を用い
て説明する。図４は、ディスプレイ１０にメニュー画面が表示されている例を示す。メニ
ュー画面には、例えばアプリケーションなどのアイコンが表示される。メニュー画面にお
いて最後に操作された時間Ｔ0から所定時間Ｔ経過後の時間Ｔ1まで物理キーが操作されず
、無操作時間が所定時間Ｔ継続した場合、コントローラ６０は、画面をオフにする。例え
ばディスプレイ１０が液晶ディスプレイである場合、コントローラ６０は、液晶ディスプ
レイのバックライトを消灯することにより画面をオフする。なお所定時間Ｔ継続する前に
操作部１２が操作された場合、コントローラ６０はタイマ９０をリセットし、当該操作し
た時点からの無操作時間の計時を再開する。
【００３０】
　図５は、ディスプレイ１０にメール表示画面を表示している例を示す。メール表示画面
には、例えば受信メール一覧が表示される。メール表示画面において最後に操作された時
間Ｔ0から所定時間Ｔ経過後の時間Ｔ1まで物理キーが操作されず、無操作時間が所定時間
Ｔ継続した場合、コントローラ６０は、画面をオフにする。例えばディスプレイ１０が液
晶ディスプレイである場合、コントローラ６０は、液晶ディスプレイのバックライトを消
灯することにより画面をオフする。なお所定時間Ｔ継続する前に操作部１２が操作された
場合、コントローラ６０はタイマ９０をリセットし、当該操作した時点からの無操作時間
の計時を再開する。
【００３１】
　なおここではロックスクリーン以外の画面としてメニュー画面とメール表示画面を例示
したがこれに限られず、ロックスクリーン以外の全ての画面について携帯端末１は同様の
動作をする。
【００３２】
　所定時間Ｔは、ユーザにより設定可能である。図６は、ディスプレイ１０に表示される
設定画面の例を示す。図６（Ａ）の設定画面では、画面の明るさ、画面の自動回転、壁紙
、画面のスリープ時間に係る設定項目のリスト１０２が表示される。ユーザは各設定項目
のいずれかを選択することによりこれらの設定を変更することが可能である。図６（Ｂ）
は、画面のスリープ時間に係る設定項目が選択された場合に表示される、スリープ時間の
設定画面である。ここでは、１５秒、３０秒、１分、２分、１０分、又は３０分の中から
、ユーザの所望するスリープ時間が選択可能である例を示す。具体的にはスリープ時間の
リスト１０３の中から所望の時間のラジオボタンをユーザが選択してスリープ時間を設定
する。操作部１２がユーザの入力を検知すると、コントローラ６０は、操作部１２の検知
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結果に基づき、スリープ時間を決定する。コントローラ６０は当該スリープ時間を所定時
間Ｔとする。図６（Ｂ）に示す例ではスリープ時間として１分が選択されている。この場
合、コントローラ６０は、所定時間Ｔを１分として設定する。コントローラ６０は設定し
た所定時間Ｔを、メモリ７０に格納する。
【００３３】
　なお図６（Ｂ）では１５秒、３０秒、１分、２分、１０分、又は３０分のうちのいずれ
かから選択する形式としているが、選択肢はこれに限られない。また選択肢の数もこれに
限られない。例えば任意のスリープ時間をテンキーにより入力するインタフェースにして
もよい。あるいは、所定秒単位（例えば１秒単位）でスリープ時間を増減するインタフェ
ースであってもよい。
【００３４】
　次に、本発明の実施の形態１に係る携帯端末１について、図７に示すフローチャートに
よりその動作を説明する。なお当該動作の開始時においてディスプレイ１０に表示される
画面は、ロックスクリーンであっても、ロックスクリーン以外であってもよい。すなわち
任意の画面を表示している場合において、図７に示すフローチャートに従って動作する。
【００３５】
　はじめに、携帯端末１のコントローラ６０は、操作入力が最後にあった時点を起点とし
てタイマ９０のカウントを開始する（ステップＳ１０）。次に、コントローラ６０は、操
作部１２が入力操作を検知したか否かを判定する（ステップＳ２０）。入力操作がある場
合、コントローラ６０はタイマ９０をリセットし（ステップＳ３０）、ステップＳ１０に
戻り、カウントを０から再開する。
【００３６】
　ステップＳ２０において入力操作が無い場合、コントローラ６０は、タイマ９０により
カウントしている時間（無操作時間）が、Ｔに達しているかを判定する（ステップＳ４０
）。無操作時間がＴに達していない場合、ステップＳ２０の判定に戻る。無操作時間がＴ
に達している場合（ステップＳ４０：はい）、コントローラ６０は、画面をオフにする（
ステップＳ５０）。そして処理が終了する。
【００３７】
　このように本発明の一実施形態に係る携帯端末１によれば、ロックスクリーンで無操作
の状態が継続して画面をオフするまでの時間とロックスクリーン以外の画面で無操作の状
態が継続して画面をオフするまでの時間とを同一の所定時間Ｔにしているため、画面表示
がオフになるまでの時間の違和感を低減することができる。
【００３８】
　また、本発明の一実施形態に係る携帯端末１によれば、ユーザの所望の時間で画面をオ
フにできる。そのため図３に示すように、ロックスクリーンにはノーティフィケーション
１０１が表示される場合において、ノーティフィケーション１０１を閲覧等する際の利便
性を向上させることができる。例えば所定時間（スリープ時間）を１分に設定することに
よってユーザは、ノーティフィケーション１０１をじっくり閲覧することができる。
【００３９】
　また、本発明の一実施形態に係る携帯端末１によれば、任意の画面の画面オフに係る所
定時間Ｔを１つの項目（スリープ時間の設定項目）のみで設定できるようにしている。そ
して当該設定項目で設定したスリープ時間が、ロックスクリーンを含む任意の画面におけ
る所定時間Ｔとして適用される。このように画面表示をオフにするための設定項目を１つ
に統一しているため、利便性を向上させることができる。
【００４０】
　ここで、携帯端末１として機能させるために、コンピュータを好適に用いることができ
、そのようなコンピュータは、携帯端末１の各機能を実現する処理内容を記述したプログ
ラムを、当該コンピュータの記憶部に格納しておき、当該コンピュータの中央演算処理装
置（ＣＰＵ）によってこのプログラムを読み出して実行させることで実現することができ
る。
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【００４１】
　本発明を諸図面や実施例に基づき説明してきたが、当業者であれば本開示に基づき種々
の変形や修正を行うことが容易であることに注意されたい。従って、これらの変形や修正
は本発明の範囲に含まれることに留意されたい。例えば、各手段、各ステップ等に含まれ
る機能等は論理的に矛盾しないように再配置可能であり、複数の手段やステップ等を１つ
に組み合わせたり、或いは分割したりすることが可能である。
【００４２】
　例えば本実施の形態では携帯端末１がフィーチャーフォンタイプである例を示したがこ
れに限られず、携帯端末１はスマートフォンタイプ、タブレットタイプであってもよい。
【００４３】
　また、本実施の形態では、コントローラ６０が所定時間Ｔ経過すると画面オフにすると
したが、例えば所定時間Ｔ経過前から画面の輝度を下げ、所定時間Ｔ経過時に画面をオフ
するようにしてもよい。例えばディスプレイ１０が液晶ディスプレイである場合、バック
ライトの輝度を所定時間Ｔ経過前から段階的に下げる。具体的には所定時間Ｔが１分であ
る場合、５０秒の時点で輝度を８０％等にする。さらに５５秒の時点で輝度を４０％等に
する。このようにすることで、画面がオフになるタイミングが把握しやすくなり利便性を
向上させることができる。例えば、ロックスクリーンにおいてノーティフィケーション等
を閲覧している途中で画面の輝度が下がった場合、ユーザが操作入力をすることでタイマ
９０をリセットし、画面オフまでの時間を適宜延ばすなどの操作を行なうことができる。
なお上記の例では、３段階で輝度を下げる例を示したがこれに限らず、４段階以上であっ
てもよく、２段階以下であってもよい。
【符号の説明】
【００４４】
　１　携帯端末
　２　上部筐体
　４　下部筐体
　５　ヒンジ部
　６　スピーカ
　８　マイク
　１０　ディスプレイ
　１２　操作部
　２０　センターキー
　２２　方向キー
　３２　メニューキー
　３４　メールキー
　３６　カメラキー
　３８　ウェブキー
　４２　通話開始キー
　４４　クリアキー
　４６　通話終了／電源キー
　４８　テンキー
　５１　ファンクションキー
　５４　タッチパッド
　６０　コントローラ
　７０　メモリ
　８０　無線通信部
　９０　タイマ
　１００　カメラ
　１０２，１０３　リスト
　１０１　ノーティフィケーション
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